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３． デジタルを活用した学びの推進について
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３-１ 本市のGIGAスクールの取組み

３-２ デジタルを活用した学びの今後の方向性
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３-１ 本市のGIGAスクールの取組み

１）岐阜市版ＧＩＧＡスクール推進計画について

２）実施施策と推進スケジュール
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１）岐阜市ＧＩＧＡスクール推進計画について

「デジタル・シティズンシップ教育」 と 「教育ＤＸ」 の概念に基づく

岐阜市版ＧＩＧＡスクール の更なる推進

デジタル環境の最適化
デジタル人材の育成

誰一人取り残さない
個別最適な学び ・ 協働的な学びの充実

教職員の働き方改革

児童生徒の健康面の配慮

基本方針１

オール岐阜市学校体制で計画的に推進

基本方針２

基本方針３

基本方針４

基本方針５

子どもたちが変化を前向きに受け止め、豊かな創造性を備え、持続可能な社会の創り手として

予測不可能な未来社会を自立的に生き、社会の形成に参画するための資質・能力の一層確実な育成

児童生徒

・自ら探究し発信する力の育成
・学ぶ意義や楽しさの実感
・学びと社会の繋がりの実感

目指す姿

教職員

・子どもにより深く向き合う時間の確保
・質の高い教員や教育の確保
・より効率的かつ効果的な指導
・ワークライフバランスの充実
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誰一人取り残さない
個別最適な学び ・ 協働的な学びの充実

教職員の働き方改革

デジタル環境の最適化

デジタル人材の育成

基本方針 推進施策

２）実施施策と推進スケジュール

児童生徒の健康面の配慮

基
本
方
針
１

基
本
方
針
２

基
本
方
針
３

基
本
方
針
４

基
本
方
針
５

推進スケジュール

更なる充実

準備期間（研究・検討・実証・調達） 学校への展開

R3年度 R4年度

⑤ 学校と保護者・地域間の連絡の効率化と利便性向上

⑥ 教職員勤怠管理の更なる適正化

⑦ ＩＣＴを活用した『子どもの健康』サポート

① 日常的なデジタル活用による誰一人取り残さない個別最適な学び・

協働的な学びの実践

② 基礎的・基本的な学習内容の定着

⑨ 多様な学びの姿に柔軟に対応できる未来の教室づくり

⑩ 効率的かつ堅牢な校務系デジタル環境の最適化

⑪ 児童生徒・教職員の情報モラルを含む情報活用スキル向上

⑫ 持続可能なデジタル専門組織の整備とデジタル専門人材の確保・育成

R5年度 R6年度

継続実施
施策検討

③ 企業や学術機関・地域と連携した学校と社会を繋ぐ学び

④ 会議・研修・情報伝達・共有における事務の効率化

⑧ 学校健康診断情報のPHRへの活用

更なる充実

全校展開

更なる充実継続実施

全校展開

全校展開

順次整備

デジタル・シティズンシップ教育の実践継続実施
施策検討

計画的な実施継続実施
施策検討

施策検討

施策検討
モデル校実証

全校展開施策検討
モデル校実証

開発・実証施策検討

国の工程表に沿って推進

令和7年度の刷新に向け企画・設計・調達

施策検討
モデル校実証

施策検討
モデル校実証

研究実証

研究実証

研究実証

学校と保護者を繋ぐ連絡アプリ
運用開始

クラウド勤怠管理システム
運用開始

子どもの健康サポートアプリ開発
⇒モデル校で実証開始

最新の大型提示装置
研究校へ先行設置手配（８月末導入完了予定）

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｼﾃｨｽﾞﾝｼｯﾌﾟ教育に基づく
新1年生向け「GIGAびらき」実証実施

ﾀﾌﾞﾚｯﾄ端末活用のﾙｰﾙを
ﾃﾞｼﾞﾀﾙ・ｼﾃｨｽﾞﾝｼｯﾌﾟ版に改訂・周知

環境学習パッケージ
構築・展開

講義学習型学習支援ソフト
活用開始

デジタルを活用した
学びのモデル検討
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３-２ デジタルを活用した学びの今後の方向性

１）これまでの取組

２）現状と課題

３）推進方針

４）推進方策

５）推進スケジュール
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１）これまでの取組

各種ソフトウエア
・コミュニケーションソフト
・授業支援ソフト
・学習支援ソフト

各種ツール

・標準で搭載されている各種ツール

機器

・タブレット端末
・大型提示装置（電子黒板）

双方向でｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝする
（大型提示装置／ｵﾝﾗｲﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｿﾌﾄ）

課題を配信しﾌｫﾛｰする
（学習支援ｿﾌﾄ）

デジタル活用ツール例

特別な支援を要する配慮をする
（アクセシビリティ）

課題を配信しﾌｫﾛｰする
（学習支援ｿﾌﾄ）

習熟度に応じ自主学習する
（学習支援ｿﾌﾄ）

話し合う
（授業支援ｿﾌﾄ）

調査する
（検索／ｱﾝｹｰﾄﾌｫｰﾑ）

協働作業する
（授業支援ｿﾌﾄ／ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄ）

発表する
（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄ／動画編集ｿﾌﾄ）

外国語を翻訳する

音読を録音する

漢字を学習する動画を制作する

地図を見る楽器を演奏する

与えられているデジタルツール

情報を共有する
（大型提示装置／授業支援ｿﾌﾄ／情報共有ﾂｰﾙ）

授業を配信する
（ｵﾝﾗｲﾝｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝｿﾌﾄ）

誰一人取り残さない 個別最適な学び

協働的・探究的な学び
その他様々な場面で文具として活用できるツール

予習する
（学習支援ｿﾌﾄ）

ポートフォリオを作成する
（授業支援ソフト）

情報を収集する
（検索）

情報を整理する
（ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝｿﾌﾄ／表計算ｿﾌﾄ）

メモをする拡大する写真を撮る

…
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⇒ 「命を守る」と「学びを止めない」の両立

１）これまでの取組み

オンライン
コミュニケーションツール
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アンケートフォーム

⇒ 話し合いの時間の確保と内容の充実
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プレゼン
テーションツール

⇒ クリエイティブな発表資料の制作
と発表スキルの向上 動画
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録画機能

正しく発音
できたかな？

音声テキスト
変換ツール

⇒ 正しい発音かＡＩがチェック
自己評価と反復練習
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13

授業支援ツール

録音ツール

⇒ 協働作業の効率アップと質の向上

動画
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カメラ

⇒ 顕微鏡の倍率をはるかに超える超高精細な分析
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写真

⇒ 詳細に観察し新たな発見を導く
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コミュニケーション
ツール

⇒ 自分や仲間の投稿から共通点と相違点を見出す

動画
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保存機能

⇒ ポートフォリオ化し
見出した共通点と相違点の客観性を確認する
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電子書籍

⇒ 市の発行物のデジタル化・ペーパレス化
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⇒ 最新の情報とマルチタスクにより、深い学びへ

電子書籍
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２）現状と課題

見込む効果

課題 与えられたツールで できること を 全ての教員が十分に知らず 活かしきれていない

児童生徒が、デジタルを「文具」として活用 できる 情報活用スキル が身につく

児童生徒が、デジタルの効果的な活用により、これまで以上に より多くのことが達成できる
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文科省「教員のICT活用指導力ﾁｪｯｸﾘｽﾄ」
２）現状と課題
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B2
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B4

C1

C2

C3

C4

D1

D2

D3

D4

目標 全国R3.3.1 岐阜市R3.3.1

教材や指導準備・校務

授業での活用児童生徒への指導

情報モラル指導
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全ての教員

市教委・研究校

３）推進方針

◆アプローチ

活用方法研究
活用ﾓﾃﾞﾙ構築

知る

実践する

実感
(成功体験)

自ら
応用展開

全ての教員

市教委

研修
事例収集・展開

・実践を必須
・自ら積極的に実践

わからない・実践しない

◆目指す姿

全ての教員が デジタルを効果的・効率的に活用し、学校教育のＯＳを入替え、

誰一人取り残すことのない、個別最適な学び、協働的な学び の場を提供することにより、

全ての児童生徒が デジタル活用により より多くのことを達成 し、

デジタル社会を生き抜く 資質・能力 の より一層確実な育成 を図る。

◆そのために必要なこと

どのような活用ができるかを
知り、実践し、実感する

従来のやり方にしばられない
マインドの変化

自ら応用展開する

実践支援

自分がわかる（できる）範囲で実践

《 これまで》 《 今 後 》

児童
生徒

児童
生徒

・・・

・・・
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ツールを効果的に活用した「活用モデル」を知り、実践する

（共通編）

与えられたツールを知る

３）推進方針
文科省「教員のICT活用指導力ﾁｪｯｸﾘｽﾄ」

◆第一ステップ

◆第二ステップ

ツールを効果的に活用した「活用モデル」を知り、実践する

（教科編）

◆第三ステップ
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終末場面
考えをまとめる
考えを発信する

展開場面
探究する
考えをまとめる

授業後
学習の定着を図る

授業前
既習を確認する

導入場面
課題を見いだす

授業の過程におけるデジタル活用例４）推進方策

B1：個に応じる学習

B２：調査活動

B３：思考を深める学習

B４：表現・制作

C1：発表や話合い

C４：学校の壁を越えた学習C３：協働制作

C２：協働での意見整理

B５：家庭学習

A1：教員による教材の提示

文科省
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○課題の解決に向け協働

岐阜市版ＧＩＧＡ･Classモデル

展開場面：仲間と協働する

仲間と分担して個別に制作した情報を協働して一つにまとめる力を養う。

1人1台端末をフル活用した新たな学習スタイルの提案

個別に探究し、個々でまとめた成果物
（文書・写真・動画・音声・プレゼン・レポート等）を
仲間とデータで共有する。
仲間が収集した情報をヒントにさらに個人で
追究することもできる。

運動(ダンス)や合唱、
演奏の様子など、
仲間と協働して制作した
作品を撮影する。

グループワークで
個々の考えを持ち寄り、
班の考えとしてまとめる。

４）推進方策

仲間と協働して一つの成果物としてまとめる。

ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰ
ｼｮﾝｿﾌﾄ

授業支援
ｿﾌﾄ

重点
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○伝えたい情報を発信

終末場面：発信する

個人や仲間と協働して一つにまとめた成果物（文書・写真・動画・音声・プレゼン・レポート等）を
学級の仲間などに向け分かりやすく発表する。

大型提示
装置

合唱や運動(ダンス)の様子など、
自分たちのデジタル作品を仲間に発表する。

課題の解決に向け、
取り組んだことをまとめ、
発表し、仲間に伝える。

４）推進方策

授業支援
ｿﾌﾄ

岐阜市版ＧＩＧＡ･Classモデル 1人1台端末をフル活用した新たな学習スタイルの提案

意見交換や発表など、互いを高め合う学びを通して、思考力、判断力、表現力などを育成する。

重点

26



27

４）推進方策

岐
阜
市
版

教
科
の
特
性
に
応
じ
た

使
い
方
（
活
用
例
）
を
作
成
・
共
有
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5月 6月

6月

令和４年度 令和５年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月

令和４年度 令和５年度

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月

4月 5月 6月

令和４年度 令和５年度

3月4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月

５）推進スケジュール

新大型掲示装置の活用開始（研究校）

新大型掲示装置の活用開始（中学校）

② 活用モデル共通編
構築 ③ 活用モデル教科編

構築

継 続 的 な 取 組 み の 推 進

② 活用モデル基本編の実践

③ 活用モデル教科編の実践

全体方針、活用モデル構築方針決定

①ツールを
知る

活用モデル研究・実施支援
市教委

研究校

継 続 的 な 取 組 み の 推 進

① ツールを知る

次期岐阜市学習指導案集検討

指導主事評価 次期学習指導案集

活用

▼
策
定

次期岐阜市学習指導案集策定（市教委／授業・評価改善委員会）

活用モデル構築（市教委／研究校）

全学校
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４． 岐阜市学「ぎふ未来」について
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4-１．本市の児童生徒の現状と課題、
「岐阜市について深く学ぶ機会」の現状

4-２．岐阜市学「ぎふ未来」で目指す子どもの姿

4-３．岐阜市学「ぎふ未来」で学習する内容と方法

4-４．今後の見通し ～Road Map～
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4-１．本市の児童生徒の現状と課題、
「岐阜市について深く学ぶ機会」の現状

31



4-１． 現状分析（１） ～本市の児童生徒の現状と課題 令和３年度全国学力・学習状況調査より～

●将来の夢や目標をもっている

【小学校】

【中学校】

59.5 

58.7 

60.2 

19.5 

20.8 

20.1 

11.3 

11.4 

10.8 

9.7 

9.2 

8.9 

R3 市

R3 県

R3全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

40.5 

42.0 

40.5 

25.8 

27.7 

28.1 

20.3 

18.9 

19.5 

13.2 

11.3 

11.8 

R3 市

R3 県

R3全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

肯定的な回答の割合
【小学校】
・全国：－１．３％
・県 ：－０．５％
【中学校】
・全国：－２．３％
・県 ：－３．４％

夢や目標をもつことが
できていない子
【小学校】
約 ６７７人／3,225人
【中学校】
約1,102人／3,289人
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4-１． 現状分析（１） ～本市の児童生徒の現状と課題 令和３年度全国学力・学習状況調査より～

●地域や社会をよりよくするために何をすべきか考える

【小学校】

【中学校】

肯定的な回答の割合
【小学校】
・全国：－１．２％
・県 ：－０．８％
【中学校】
・全国：－０．９％
・県 ：－４．５％

・特に岐阜県との比較にお
いて、社会参画に対する意
識が低い。

17.9 

16.8 

17.8 

33.3 

35.2 

34.6 

33.9 

33.1 

32.4 

14.7 

14.8 

15.1 

R3 市

R3 県

R3全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない その他 無回答

12.7 

14.8 

12.6 

30.2 

32.6 

31.2 

37.2 

35.8 

36.2 

19.7 

16.6 

19.8 

R3 市

R3 県

R3全国

当てはまる どちらかといえば当てはまる どちらかといえば当てはまらない 当てはまらない その他 無回答
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4-１． 現状分析（１） ～本市の児童生徒の現状と課題～

●「夢や目標をもてていない子」「社会参画への意識が低い子」の要因

【夢や目標をもてていない】 ※数値が高い学校への聞き取り調査より

・自分の興味関心を広げる機会が少ない。

・探究的な学びにおける、児童生徒の主体性が弱い。

・人の生き方に触れる機会が少ない。

・授業の学びと自分の生活（生き方）がつながっていない。

【社会参画への意識が低い】 ※各校の実態調査より

・岐阜市への愛着と誇りが十分もてていない。
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●各小・中学校における「生活科」「総合的な学習の時間」「特別活動」等の調査

4-１． 現状分析（２） ～「岐阜市について深く学ぶ機会」の現状～

0%

20%

40%

60%

80%

100%

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

岐阜市について「深く学ぶ」機会があるか

ない

ある

「深く学ぶ」とは・・
総合的な学習の時間や生活科、特別活動等において、見学・体験活動を行ったり、外部講
師を招いて学習したりするなど、探究的な活動を通して岐阜市に対する理解を深め、誇りや
愛情を育むような学習活動
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●各小・中学校における「生活科」「総合的な学習の時間」「特別活動」等の調査

4-１． 現状分析（２） ～「岐阜市について深く学ぶ機会」の現状～

■自然
■歴史
■伝統文化
■産業
■くらし
■その他

■自然
■歴史
■伝統文化
■産業
■くらし
■その他

【小学校】

【中学校】

・小学校１～３年生は、
「自然」に関わる内容
が比較的多い。

・学年が上がるにつれ
て、「自然」の割合が
減っていく。

・「歴史」「伝統文化」
については、小中共に
学習する学年が少な
い傾向にある。
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●ふるさと大好き鵜飼事業

4-１． 現状分析（２） ～「岐阜市について深く学ぶ機会」の現状～

【ねらい】
主に小学校５年生を対象に鵜飼観覧体験事業を展開し、ふるさとを
愛する心情と態度を育成するとともに、ふるさとを誇りに、自信をもって
生きぬく資質と態度を養う。

※R２・３は、コロナのため中止
・R４～主に小学校５年生、中学校１年生を対象に再開
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4-１． 現状分析（２） ～「岐阜市について深く学ぶ機会」の現状～

●各小・中学校における「生活科」「総合的な学習の時間」「特別活動」等の調査

【結果分析】

・各校は、地域資源を生かして特色ある教育活動を行っている。
→学ぶ内容に偏りがあり「岐阜市（地域）への愛着と誇り」や、 「社会参
画への意識」の涵養には至っていない場合が多いのではないか。

・学習内容に応じてゲストティーチャーを招き、見学や体験活動、講演活
動を行い、共に学習する機会を設けている。
→それぞれが「活動」で終わっていて、学びを９年間の線でつなぐことが
できていないのではないか。

・各校独自のカリキュラムであるため、統一された出口（目指す子どもの
姿）が共有されていない。
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4-２．岐阜市学「ぎふ未来」で目指す子どもの姿
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●岐阜市学「ぎふ未来」の目的

岐阜市の資源（人・もの・こと）をベースとして、生きる力を育む

岐阜市への
深い理解

モデルとなる
生き方

これからの
自分の生き方× ＝

愛着と
誇り

あこがれ
将来の
夢や目標

岐阜市の
未来構想×

当事者
意識

社会参画

4-２． 岐阜市学「ぎふ未来」で目指す子どもの姿
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●なぜふるさと岐阜市をベースとするのか

・直接体験
・見学
・探究的な活動

これからの
自分の生き方

×

＝
愛着と誇り あこがれ

将来の
夢や目標

当事者
意識

社会参画

4-２． 岐阜市学「ぎふ未来」で目指す子どもの姿

自分と社会を関連付け
（他者と関わりながら）
学びを深める

学びを
自分事と
する

・人から学ぶ
（対話、交流）

×

自分と社会（岐阜市）のつながりを感じる

すべての子にとっての共通の学びの場：岐阜市
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4-２． 岐阜市学「ぎふ未来」で目指す子どもの姿

岐阜市への愛着・誇り

岐阜市について深く理解し
その魅力について語りたくなる子

本物・プロフェッショナルとの出会いを通して、岐阜市について深
く知り、それをつくり出している大人への憧れをもつ

これからの岐阜市のあり方について考え
未来のまちづくりを構想する子

岐阜市未来構想

各校の総合的な学習の時間での学びを切り口として、岐阜市の未来像
について考え、構想したことを表現・発信する

生き方の探究

「ぎふ未来」の学びを通して、自分の未来（生き方）について考え、将来の夢や希望をもつ

未来の岐阜市をつくる当事者であることを自覚し
これからの自分の生き方をつくり出す子

小学校

中学校

義務教育
の出口

・総合的な学習
の時間
・社会科
・生活科
・特別活動

・総合的な学習
の時間
・特別活動
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4-２． 岐阜市学「ぎふ未来」で目指す子どもの姿

小２
カリキュ
ラム

小３
カリキュ
ラム

小４
カリキュ
ラム

小６
カリキュ
ラム

小５
カリキュ
ラム

中１
カリキュ
ラム

中２
カリキュ
ラム

中３
カリキュ
ラム

各校独自のカリキュラムを貫く

岐阜市学「ぎふ未来」

岐阜市への愛着と誇り

岐阜市
未来構想

小１
カリキュ
ラム

自分の生き方

探究的な活動

自然

くらし

伝統文化

歴史

産業
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4-３．岐阜市学「ぎふ未来」で学習する内容と方法
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4-３． 学習内容

岐阜市未来の
まちづくり構想 ぎふ未来の学び

持続可能で選ばれる
まち

中１
～
中３

総合的な学習の時間 特別活動
岐阜市の課題解決に向けた探究的な活動を通して、よりよいまちにするための構
想をもつ
・自分の生き方を見つめ直す場の設定
・Ｍｙ岐阜市未来構想のプレゼン（成果発表）
・各校カリキュラム、地域資源、小学校の学び
をベースにした探究的活動

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

まちに関わろ
うとする想い

小６

小５

総合的な学習の時間 「ぎふ未来カリキュラム（仮）」 特別活動
岐阜市の特色を発展的に学び、市への愛着と誇りを深め、関わりをもとうとする
・自然を守る人々 ・伝統文化を守る人々 ・歴史を守り伝える人々
・産業を支える人々 ・教育をつくる人々 ・魅力をつくり発信する人々

市への愛着と
誇り 小４

小３

総合的な学習の時間 社会科 特別活動
岐阜市の特色を学び、市への愛着と誇りをもつ
・校区の特色 ・岐阜市の土地利用 ・岐阜市の産業（農業・商業・工業）
・くらしを守る仕組み（消防・警察） ・岐阜市のうつりかわり
・くらしを支える仕組み（ごみ・水道） ・岐阜市の伝統、文化、行事
・先人の営み

地域への愛着
と誇り

小２

小１

生活科 特別活動
身近な地域のよさに気付き、校区への愛着と誇りをもつ
・校区の自然 ・校区にある公共施設
・校区で働く人々
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4-３． 学習方法

岐阜市のモノ、コト
・自然 ・伝統文化
・歴史 ・産業 ・くらし

各教科や総合的な学習の時間（各
校カリ、ぎふ未来カリ）を通して、岐
阜市への理解を深める。

本物・プロフェッショナルとの出会い

岐阜市をつくる人々
・願い ・工夫 ・努力

・岐阜市の未来

人材バンクを活用し、岐阜市で活躍
する人物から、学ぶ機会をつくる。
（生き方・知識・技術等）

岐阜市への深い理解 モデルとなる生き方

学びの
連動

【学びを豊かにするコンテンツ】

・「わたしたちの岐阜市」 ・コンパスカリキュラム
・君が夢を拓くプロジェクト ・岐阜市刊行物
・ぎふ未来カリキュラム（仮） ・チュースク
・ぎふ未来人材バンク（仮） ・ぎふ未来アーカイブ（仮）
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ふるさと岐阜市学「ぎふ未来」構想

生き方の探究

岐阜市への愛着・誇り
岐阜市について深く理解し

その魅力について語りたくなる子

岐阜市のモノ、コト
・自然 ・伝統文化
・歴史 ・産業 ・くらし

各教科や総合的な学習の
時間（各校カリ、ぎふ未来カ
リ）を通して、岐阜市への理
解を深める。

本物・プロフェッショナルとの出会い

岐阜市をつくる人々
・願い ・工夫 ・努力

・岐阜市の未来

人材バンクを活用し、岐阜市
で活躍する人物から、学ぶ機
会をつくる。
（生き方・知識・技術等）

岐阜市未来の

まちづくり構想
ぎふ未来の学び

持続可能で選
ばれるまち

中１
～
中３

総合的な学習の時間 特別活動
岐阜市の課題解決に向けた探究的な活動を通して、
よりよいまちにするための構想をもつ
・自分の生き方を見つめ直す場の設定
・Ｍｙ岐阜市未来構想のプレゼン（成果発表）
・各校カリキュラム、地域資源、小学校の学び
をベースにした探究的活動

シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成

まちに関
わろうと
する想い

小６

小５

総合的な学習の時間 特別活動
「ぎふ未来カリキュラム（仮）」
岐阜市の特色を発展的に学び、市への愛着と誇り
を深め、関わりをもとうとする
・自然を守る人々 ・伝統を守る人々
・文化を守る人々 ・歴史を守り伝える人々
・産業を支える人々・教育をつくる人々
・魅力をつくり発信する人々

市への
愛着と
誇り 小４

小３

総合的な学習の時間
社会科 特別活動
岐阜市の特色を学び、市への愛着と誇りをもつ
・校区の特色 ・岐阜市の土地利用
・岐阜市の産業（農業・商業・工業）
・くらしを守る仕組み（消防・警察）
・岐阜市のうつりかわり
・くらしを支える仕組み（ごみ・水道）
・岐阜市の伝統、文化、行事
・先人の営み

地域へ
の愛着
と誇り

小２

小１

生活科 特別活動
身近な地域のよさに気付き、校区への愛着と誇り
をもつ
・校区の自然 ・校区にある公共施設
・校区で働く人々

岐阜市への深い理解 モデルとなる生き方

これからの岐阜市のあり方について考え
未来のまちづくりを構想する子

岐阜市未来構想

【学びを豊かにするコンテンツ】

・「わたしたちの岐阜市」 ・コンパスカリキュラム
・君が夢を拓くプロジェクト ・岐阜市刊行物
・ぎふ未来カリキュラム（仮）・チュースク
・ぎふ未来人材バンク（仮） ・ぎふ未来アーカイブ（仮）

学び
の連
動

本物・プロフェッショナルとの出会いを通して、岐阜市について深く
知り、それをつくり出している大人への憧れをもつ

各校の総合的な学習の時間での学びを切り口として、岐阜市の未来像に
ついて考え、構想したことを表現・発信する

「ぎふ未来」の学びを通して、自分の未来（生き方）について考え、将来の夢や目標をもつ

未来の岐阜市をつくる当事者であることを自覚し
これからの自分の生き方をつくり出す子
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4-４．今後の見通し ～Road Map～
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4-４． Road Map

●ワーキンググループの開催（年３回）

氏 名 所 属

有識者 服部 吉彦 中部学院大学教育学部
子ども教育学科 教授

有識者 向井 貴彦 岐阜大学地域科学部 教授

地域代表 末永 三樹 株式会社ミユキデザイン 代表取締役

地域代表 堀江 弘美 岐阜市ＰＴＡ連合会 会長

学校関係者 山崎 喜代子 長森北小学校 校長

学校関係者 坂井 祐一郎 三輪中学校 校長

市 林 素生 ぎふ魅力づくり推進部 次長
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4-４． Road Map

●第１回ワーキンググループ（7/11）でいただいた意見

50

・課題点だけでなく、岐阜市の子どもたちの「良さ」に目を向け、伸ばすこ
とも大切ではないか。
・中学校では「志」をもつこと（＝自分はどんな人間になりたいか）を指
導している。職業をイメージする「夢や目標」ではなく、「志」を聞けば、
高い結果が得られるかもしれない。
・各小・中学校でカリキュラムがあるなかで、どの学校にも共通するベー
ス（岐阜市学）があることは大切だと思う。
・目指す子どもの姿をより具体的にする。例えば、「将来岐阜市について
２時間語ることができる子」など。
・岐阜市は広く、校区の環境はそれぞれ違う。子どもたち一人ひとりの興
味・関心も違う。だからこそ、画一的な学習にならないようにしたい。
・子どもたちには、いろいろな大人に出会ってほしい。生の人に出会うこと
で、子どもたちが感じることがあるはず。



4-４． Road Map

７月
・第１回ワーキンググループ（１１日）
・総合教育会議（２１日）

８月
・第２回ワーキンググループ
先行市町村講師による講話

９月
・第３回ワーキンググループ
・ぎふ未来カリキュラム（５・６年生）作成

１０月 ・ぎふ未来カリキュラム（５・６年生）作成

１１月 ・先行実施（抽出小学校or全小学校）
アンケートによる検証

１２月 ・校長会提案

１月 ・先行実施（抽出中学校or全中学校）
アンケートによる検証

２月
・先行実施の検証
・岐阜みらいカリキュラムの見直し
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５． 本日の協議の流れ

● 事務局及び招聘者からの説明を踏まえ、以下の事項について、ご協議いただきたい

協議の流れ

（１）
事務局説明

（２）
招聘者説明

ご協議いただきたいこと

●現状分析及び施策検討の視点（及び施策素案）の提示

（３）
意見交換

●長良川で営む川漁、和船を活用した自然体験事業の紹介
⇒子どもたちが地域や大人のリアルに触れる中で、社会を自分ごととしてとらえ、
夢や目標をもつための示唆

１． デジタルとリアルのよさを活かした学びの在り方について

２． 岐阜市学「ぎふ未来」の取組を推進していくにあたり
必要な視点について
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